
隠

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１７

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
監
査
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１１

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
議
員
・
髙
場
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
谷
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
議
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行

政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意監査委員の選任について同意第２号

報告済繰越明許費繰越計算書について報告第１号

可決
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更

について
議案第２４号

可決北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について議案第２５号

可決北海道市町村総合事務組合規約の変更について議案第２６号

可決
非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償支給条例の一

部を改正する条例の制定について
議案第２７号

可決
初山別村保育士等修学資金貸付条例の一部を改正す

る条例の制定について
議案第２８号

可決令和４年度一般会計補正予算（第２号）議案第２９号

可決令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第３０号

可決令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号）議案第３１号

可決令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）議案第３２号

可決
初山別村議会委員会条例の一部を改正する条例の制

定について
発議第２号

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより２０２２ 夏　№ 1 0 2

令和４年８月発行

議会だ よ り



韻

　
　
委
員
の
同
意

■
監
査
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
荒
　
木
　
　
　
隆
　
氏

（
新
任
）

　
　
条
例

■
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
改
正

→
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
活
動
時

間
や
業
務
の
負
担
等
を
勘
案

し
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
額
の
改
正
。

■
初
山
別
村
保
育
士
等
修
学

資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正

→
村
又
は
村
事
業
所
の
常
勤

職
員
と
し
て
、
保
育
士
等
を

継
続
し
て
確
保
す
る
た
め
栄

養
士
追
加
の
改
正
。

垢
 三
谷
議
員

　
栄
養
士
に
は
、
管
理
栄
養

士
も
含
ま
れ
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
と

も
対
象
と
な
る
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

　
１
億
５
１
１
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、　

億
６
２
３
０

２４

万
７
千
円
に
。

【
徴
税
費
償
還
金
利
子
及
び

割
引
料
】

垢
 三
谷
議
員

　
金
額
が
大
き
い
の
で
、
ど

の
よ
う
な
修
正
が
さ
れ
ま
し

た
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
農
業
関
係
で
修
正
申
告
が

あ
っ
た
た
め
。

【
一
般
管
理
費
等
の
修
繕

料
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
暖
房
機
器
の
部
品
が
入
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
る
。
点
検
を
早
め
に

し
、
冬
季
に
備
え
て
ほ
し
い
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
物
が
入
り
づ
ら
い
実
態
は

あ
る
。
点
検
等
の
対
応
を
進

め
る
。

【
地
域
経
済
応
援
事
業
委
託

料
】

垢
 斉
藤
議
員

　
昨
年
度
の
利
用
実
績
と
し
、

全
体
、
飲
食
店
用
に
つ
い
て

ど
の
程
度
利
用
さ
れ
た
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
全
体
で
は
　
・
９
％
、
飲

９７

食
店
用
で
　
・
４
％
と
な
っ

９１

て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
万
３
千
円
を
追
加
し
、

２３
２
億
６
０
２
３
万
３
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
１
８
０
千
円
を
追
加
し
、

１
億
９
０
３
８
万
０
千
円
に
。

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
エ
ル
ム

の
里
】

垢
 高
場
議
員

　
入
居
者
の
状
況
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
村
の
方
７
名
、
他
町
の
方

２
名
と
な
っ
て
い
る
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
１
８
０
千
円
を
追
加
し
、

１
億
４
４
７
０
万
７
千
円
に
。

　
　
発
議

■
初
山
別
村
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

→
委
員
会
に
つ
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
で
き
る
よ
う
改
正
。

　
　
決
議
・
意
見
書
案

■
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
す
る
決
議

提
出
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

■
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向

け
た
施
策
の
充
実
強
化
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者
 山
本
　
康
男
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
１
回
臨
時
会
 

（
５
月
　
日
）

１６

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正→
有
害
獣
処
分
手
当
の
追
加
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

→
除
雪
ド
ー
ザ
車
の
購
入
。

　
取
得
価
格
１
８
７
０
０
千

円

議会だ よ り

補

正

予

算

条

例

発

議

委

員

の

同

意

決
議
・
意
見
書
案

臨

時

議

会
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農
業
の
生
産
資
材
高
騰
対
策

等
に
つ
い
て

議
員
　
今
日
、
農
業
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
り
、
飼

料
、
燃
料
、
肥
料
な
ど
生
産

資
材
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、

価
格
高
騰
と
な
っ
て
も
、
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
る
状
況

に
も
な
く
、
営
農
の
継
続
が

危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
更
に
は
現
在
、
水
田
活

用
交
付
金
の
見
直
し
も
重
な

り
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
厳
し
い
環
境
と
な
っ

て
い
る
。
農
業
者
が
い
く
ら

努
力
し
て
も
光
が
見
え
な
い
。

こ
の
厳
し
い
状
況
か
ら
、
将

来
安
心
し
て
、
持
続
可
能
な

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
に
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

①
生
産
資
材
の
高
騰
対
策
へ

の
考
え
は
。

②
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直

し
に
対
す
る
考
え
は
。

村
長

①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
す
る
中
、

日
本
の
農
業
や
食
料
安
全
保

障
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
肥
料
や
飼
料
を

は
じ
め
農
業
資
材
の
高
騰
は

止
ま
ら
ず
、
農
業
経
営
を
圧

迫
し
て
お
り
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

は
農
家
へ
直
接
補
助
金
を
支

給
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
道

で
は
化
学
肥
料
購
入
支
援
金

給
付
事
業
、
村
に
お
い
て
は

農
業
経
営
継
続
支
援
事
業
と

し
て
、
十
分
な
額
で
は
な
い

が
１
経
営
体
　
万
円
の
支
給

１０

を
行
う
。
ま
た
、
こ
の
状
況

は
暫
く
の
間
続
く
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
新
た
な
対
策

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

②
国
は
昨
年
　
月
に
、
水
田

１２

活
用
交
付
金
に
つ
い
て
今
後

５
年
間
水
張
り
が
行
わ
れ
な

い
農
地
は
、
令
和
９
年
度
以

降
交
付
対
象
水
田
と
し
な
い

と
す
る
交
付
条
件
を
厳
格
化

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
令
和
３
年

の
転
作
率
が
　
％
と
な
っ
て

６６

い
る
。
高
齢
化
に
よ
り
水
稲

作
付
が
困
難
と
な
り
転
作
化

し
て
い
る
農
業
者
も
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や

離
農
に
も
拍
車
が
か
か
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
農

業
経
営
の
転
換
期
と
と
ら
え
、

収
益
性
の
高
い
需
要
の
あ
る

作
物
へ
の
転
換
、
所
得
と
食

料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
冬
野
菜
栽
培
技

術
等
確
立
推
進
事
業
を
新
た

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
新
た
な
農
業
経
営
の
モ

デ
ル
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
推
進

し
た
い
。一

問
一
答

議
員
　
　
％
の
転
作
率
で
交
付
金

６６
は
、
村
に
と
っ
て
ど
の
程
度

影
響
が
あ
る
か
。

村
長
　
村
の
実
績
と
し
て
令
和
３

年
約
４
億
円
の
交
付
と
な
っ

て
い
る
。
仮
に
現
在
の
転
作

地
の
半
分
が
要
件
を
満
た
さ

な
い
場
合
、
半
分
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

議
員
　
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
で

あ
る
、
今
後
も
農
地
が
な
く

な
ら
な
い
よ
う
支
援
の
継
続

を
。

村
長
　
農
地
も
技
術
も
一
旦
途
絶

え
る
と
、
増
産
し
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
て
も
、
応
え
ら

れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
金
の
見
直
し
は
、
現
在

最
終
的
な
制
度
設
計
の
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
性
、

土
壌
色
々
な
問
題
が
あ
る
。

新
し
い
形
の
支
援
で
、
何
と

か
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
続
け

ら
れ
、
食
料
自
給
率
の
向
上

或
い
は
食
料
安
全
保
障
に
つ

な
が
る
よ
う
な
方
向
に
向
か

え
ば
良
い
と
思
う
。

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ 農業生産資材

　  　　　高騰への対策について

Ａ　十分な額ではないが、
　　　　　１経営体当たり１０万円の支援

宮
　
本
　
村
　
長
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議
員
　
本
年
度
の
村
政
執
行
に
あ

た
り
、
先
進
的
で
持
続
可
能

な
少
数
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
る
。
様
々
な
分
野
で
、
今

ま
で
通
り
の
制
度
や
仕
組
み

で
は
対
応
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
時
代
の
大
き
な
転
換

点
に
あ
る
と
捉
え
、
村
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
村
づ
く
り
に
邁

進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
将
来
展
望
に
立
ち
、
未

来
を
見
据
え
た
方
向
性
と
具

体
的
な
道
筋
を
描
い
て
、
住

民
と
協
働
し
て
ゆ
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
次
の
５
点
に
つ

い
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み

方
策
を
村
長
に
伺
う
。

①
本
村
の
人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
今
後
の
方
策

に
お
い
て
先
進
性
を
ど
う
求

め
る
か
。

②
基
幹
産
業
の
担
い
手
対
策

に
お
い
て
、
後
継
者
に
引
き

継
げ
る
魅
力
あ
る
施
策
と
は
。

③
住
環
境
の
整
備
に
お
い
て
、

画
一
的
な
村
営
住
宅
の
補
修

と
新
築
の
枠
を
越
え
、
新
た

な
発
想
に
よ
る
住
ま
い
の
提

供
は
で
き
る
か
。

④
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

⑤
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る
充
実
方
策
を
ど
の

様
に
し
て
ゆ
く
か
。

村
長

①
人
口
減
少
社
会
と
い
う
現

実
を
受
け
入
れ
、
第
２
期
初

山
別
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
の
基
軸
で
あ
る
、

新
た
な
雇
用
創
出
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
、

安
心
な
住
環
境
の
３
つ
の
目

標
実
現
に
、
柔
軟
な
発
想
で

人
口
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

②
担
い
手
の
育
成
、
確
保
は

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
支
援
制
度
を
今

後
も
継
続
し
、
魅
力
あ
る
施

策
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

③
公
営
住
宅
に
よ
る
整
備
は

困
難
で
あ
る
。
民
間
事
業
者

に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
促

進
に
つ
い
て
、
調
査
、
検
討

し
た
い
。

④
村
内
に
高
速
通
信
網
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年

４
月
よ
り
道
職
員
１
名
の
派

遣
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
利

活
用
へ
の
人
材
育
成
が
課
題

で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

た
住
民
生
活
へ
の
事
業
展
開

の
た
め
に
取
り
組
み
方
や
考

え
方
に
つ
い
て
、
職
員
研
修

を
実
施
し
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
た
い
。

⑤
村
で
は
、
予
防
と
生
活
支

援
に
重
点
を
置
い
て
推
進
し

保
健
師
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
に
よ
り
事
業
を
実
施
。
充

実
、
推
進
す
る
た
め
人
材
の

確
保
、
人
材
育
成
を
図
り
体

制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
以
前
よ
り
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

基
幹
産
業
に
特
化
し
た
募
集

の
仕
方
も
一
つ
の
方
法
と
思

う
が
。

村
長
　
募
集
の
方
法
は
色
々
な
方

法
で
良
い
と
思
う
。
今
後

色
々
な
視
点
か
ら
考
え
、
柔

軟
な
発
想
で
や
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
受
け
入
れ
態
勢

も
含
め
検
討
し
た
い
。

議
員
　
当
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

移
行
へ
の
方
策
は
。

村
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
は
、

職
員
の
み
な
ら
ず
住
民
の
皆

さ
ん
に
も
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
。
全
て
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
頼
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
情
報

通
信
基
盤
を
利
用
す
る
こ
と

が
必
要
と
思
う
。

議
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る
充
実
の
た
め
独
居

の
方
に
対
し
て
個
別
の
支
援

計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
。

村
長
　
高
齢
化
が
進
む
中
で
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
複
層
的
見
守
る
こ

と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
る
。
個
別
計
画
ま
で
に

至
ら
な
く
て
も
、
状
況
を
認

識
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い

か
検
討
し
た
い
。

議
員
　
住
民
も
、
活
力
あ
る
元
気

な
村
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思

い
を
共
有
し
て
い
け
ば
、
持

続
可
能
な
少
数
社
会
初
山
別

村
に
な
っ
て
い
け
る
と
期
待

す
る
の
で
、
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　先進的で持続可能な少数

　　　社会を目指す具体性について

Ａ　状況を認識し、

　　　　　柔軟な発想で検討していきたい
髙場　志津子　議員
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「
空
き
家
」、「
こ
れ
か
ら
空

き
家
に
な
る
で
あ
ろ
う
家
」

の
活
用
と
「
公
営
住
宅
」
の

一
部
村
民
開
放
に
つ
い
て

議
員
　
初
山
別
村
の
人
口
は
、
こ

れ
ま
で
年
間
　
～
　
人
の
減

２０

３０

少
傾
向
が
続
き
、
今
年
に

入
っ
て
１
埀１
０
０
人
を
割

り
ま
し
た
。
人
口
減
に
つ
い

て
は
、
他
町
村
に
お
い
て
も
、

国
に
お
い
て
も
苦
慮
し
、
そ

の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
数

年
後
に
予
想
さ
れ
る
、
人
口

１
埀０
０
０
人
を
割
る
事
態

だ
け
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

「
空
き
家
」
も
目
立
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
程
度
の
良
い

「
空
き
家
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
個
人
で
の
売
買
も

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

全
面
解
決
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
既
存
の
公

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
規
格

内
設
計
で
広
さ
も
、
間
取
り

も
大
体
同
じ
で
す
。
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一
案

と
し
て
、
立
地
条
件
の
良
い

「
空
き
家
」
や
家
族
が
減
り

広
い
一
軒
家
か
ら
公
営
住
宅

へ
の
転
居
を
希
望
す
る
「
こ

れ
か
ら
空
く
で
あ
ろ
う
家
」

を
譲
り
受
け
改
修
し
、
公
営

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
試
み

を
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

②
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
高
齢

者
に
と
っ
て
、
健
康
上
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
村
で
も
保
健
師
を
中
心

と
し
た
対
策
が
行
わ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
村
に
は
村
民
が
「
自
由

に
集
ま
り
、
自
由
に
遊
ぶ
」

場
所
が
た
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知

症
予
防
対
策
、
そ
し
て
児

童
・
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
遊
び
場
と
し
て
、

一
部
公
営
住
宅
を
住
民
に
開

放
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

村
長

①
公
営
住
宅
の
定
義
上
補
助

金
を
受
け
た
も
の
だ
け
が
公

営
住
宅
法
上
の
公
営
住
宅
と

さ
れ
て
お
り
、
空
き
家
を
譲

り
受
け
公
営
住
宅
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
空
き
家
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
等
を
活
用

願
い
た
い
の
で
、
制
度
の
利

活
用
の
周
知
に
努
め
た
い
。

社
会
背
景
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
、
効
果
的
な
手
立
て
を

柔
軟
な
視
点
で
対
策
を
検
討

し
た
い
。

②
公
営
住
宅
の
目
的
、
趣
旨

と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
法
令

上
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
対
策

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
区

会
館
等
の
既
存
の
施
設
で
サ

ロ
ン
等
の
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
と

し
て
も
既
存
施
設
の
利
用
で

一
定
程
度
は
充
足
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の

必
要
性
に
応
じ
て
、
様
々
な

視
点
か
ら
、
対
応
策
を
検
討

し
た
い
。一

問
一
答

議
員
　
公
営
住
宅
で
の
生
活
が
、

す
で
に
手
狭
に
な
っ
て
い
る

住
民
に
対
し
、
も
っ
と
広
い

家
に
と
い
う
、
住
居
へ
の
思

い
を
叶
え
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
を
考
え
る
か
、
ま

た
そ
の
展
望
は
。

村
長
　
住
環
境
、
子
育
て
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
空
き
家
を
活
用
し
、
子
育

て
支
援
、
地
域
の
元
気
に
繋

げ
る
た
め
の
、
仕
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
し
た
い
。

　
空
き
家
の
活
用
が
、
未
来

に
繋
が
る
一
つ
の
手
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
早
い
対
応
が
で

き
る
し
、
方
法
を
早
く
検
討

し
た
い
。

議
員
　
冬
場
に
お
け
る
、
高
齢
者
、

子
ど
も
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
つ
い
て
。

村
長
　
公
営
住
宅
で
は
で
き
な
い

の
で
、
村
に
あ
る
利
活
用
可

能
な
空
き
家
を
含
め
た
中
で
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
閉
じ

こ
ま
ら
な
い
こ
と
が
、
健
康

の
た
め
に
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
子
ど
も
達
も
学
校
以

外
で
話
が
で
き
る
場
所
が
あ

る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と

と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
た
い
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 村の景観を維持し、村民に充実感が

　  　　　　持てる住居のあり方と工夫

Ａ　社会背景の変化を的確に捉え効果的な
　　手立てを柔軟な視点で対策を検討したい



　
令
和
４
年
度
定
期
監
査
を
６
月

　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
間
実

２０

２７

施
。
　
監
査
委
員
　
野
村
　
英
雄

　
監
査
委
員
　
山
本
　
康
男

１
　
監
査
対
象

　
令
和
３
年
度
分
に
係
る
財
務
に

関
す
る
事
務
及
び
一
般
事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並
び
に

関
係
書
類
の
閲
覧
お
よ
び
担
当
者

か
ら
の
説
明
を
求
め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
必
要

と
認
め
る
一
般
事
務
は
良
好
に
処

理
さ
れ
て
お
り
、
事
業
の
執
行
も

適
正
と
認
め
る
。

烏

議会だ よ り

議　会　の　う　ご　き

例月出納検査（監査委員）１６５　　　　月
第２回定例会（議長外全議員）１７留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・小平町）１３

定期監査（監査委員・２７日までの内５日間）２０第１回臨時会（議長外全議員）１６

留萌駐屯地創立記念式典（議長・留萌市）２６例月出納検査（監査委員）１８

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２７留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・羽幌町）２３

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２８６　　　　月
留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）３０羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）

２
７　　　　月北留萌消防組合議会臨時会（加藤議員・羽幌町）

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）６～７議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
７

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１５議会全員協議会（議長外全議員）

例月出納検査（監査委員）１９初山別村消防団春季消防演習（議長及び加藤議員）１２

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査

委員・８月１日までの内５日間）
２５

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
１４

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内

発
生
か
ら
二
年
以
上
が
経
過

し
、
感
染
者
は
減
少
し
て
き

た
よ
う
に
は
見
え
る
が
、
ま

だ
ま
だ
安
心
は
で
き
な
い
。

　
わ
が
村
が
、
感
染
拡
大
を

抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
村
民

一
人
一
人
の
自
粛
や
予
防
と

い
っ
た
意
識
の
持
ち
方
が
し
っ

か
り
し
て
い
た
か
ら
と
思
う
。

制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
村
の
岬
ま
つ
り
が
中

止
と
な
り
、
残
念
で
寂
し
い

限
り
。少
し
で
も
早
く
村
に

活
気
が
戻
り
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
の
場

が
持
て
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

（
文
責
・
長
谷
川
幸
廣
）

　
７
月
６
日
、
札
幌
で
北
海
道
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

泉
宏
氏
。故
田
中
角
栄
首
相
の
番
記

者
と
し
て
記
者
活
動
を
始
め
、
以
来

　
年
以
上
政
治
を
見
続
け
「
岸
田
首

４０相
に
最
も
近
い
男
」
と
言
わ
れ
い
る
人

物
だ
。参
議
院
選
挙
を
４
日
後
に
控

え
て
の
演
題
は
「
参
院
選
最
終
情
勢

分
析
と
選
挙
後
の
政
局
展
望
」
で
、

「
今
、
永
田
町
で
誰
が
何
を
考
え
、
誰

が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
政

界
の
裏
話
を
交
え
、
自
民
党
ａ
ｎ
ｄ

公
明
党
が
負
け
る
要
素
が
無
い
。岸

田
政
権
は
次
の
選
挙
２
０
２
５
年
７

月
ま
で
の
３
年
間
は
黄
金
の
３
年

間
？
 コ
ロ
ナ
は
終
息
し
な
い
？
 ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
こ
の
ま
ま
続
く
？
 問
題

は
物
価
高
騰
だ
、
パ
ワ
ー
イ
ン
フ
レ

に
株
価
が
下
が
れ
ば
日
本
は
ひ
と
た

ま
り
も
な
い
、
選
挙
に
勝
っ
た
瞬
間

か
ら
再
来

年
ま
で
は

岸
田
政
権

に
と
っ
て

裁
量
が
試

さ
れ
る
２

年
間
と
な

り
そ
う
だ
。

と
い
っ
た

内
容
の
講

演
だ
っ
た
。

副村長室での講評

議

員

研

修

会

定

期

監

査

報

告


